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は  し き

阪南市は、公園整備事業、レジャー・レクリエーシヨン施設建設事業、交通事情改善

の為の道路建設事業、上・下水道整備事業等、市民のための「まちづくり」を実施しな

ければなりません。当然、それらを実施するためには、埋蔵文化財に影響を与えること

は避けることのできない事実です。埋蔵文化財保護行政とは、それらの関係機関と連携

をとり、埋蔵文化財に与える影響が最小限になるように努めていかなければならないと

考えております。文化財保護行政の役割として、本市に存在する様々な文化財を「保

存・公開・活用」しなければなりません。その為、市独自の文化財保護条例の設置や、

博物館、郷土資料館等の公開施設の建設が急がれます。

本報告書は、国庫補助事業として営利を目的としない個人住宅・農業用倉庫の建築等

の工事に先立って実施したものです。現在、私たちが行っている行政発掘調査 (緊急発掘

調査)は、記録保存という「最低限の保存」であります。土木工事等の開発行為によっ

て埋蔵文化財 (遺構・遺物)が破壊等の影響を受ける部分について行われています。
ここにその成果を報告いたします。

最後になりましたが、調査に協力くださった土地所有者をはじめとする関係者の方々

に感謝の意を表するとともに、今後とも文化財保護に、ご理解、ご協力をお願いいたし

ます。

1996年 3月
阪南市教育委員会

教育長 庄司菊太郎



例  言

1。 本書は、阪南市教育委員会が、平成 7年度国庫補助事業として計画し、社会教育課

が担当、実施した阪南市内遺跡発掘調査概要報告書である。

2。 調査は、阪南市教育委員会社会教育課三好義三、田中早苗、上野仁を担当者として

実施した。

3。 本書内に示した標高はT.P.であり、方位は既成の地形図等を使用したものを除いて

磁北である。

4。 調査にあたっては調査地の土地所有者等関係者各位の理解と、協力を得た。

5。 本書の執筆、編集は上記の担当者が行った。また、実測図等の作成は、下記の調査

従事者による。

6。 本調査における記録は、実測図面、写真、カラースライド等に保存されている。当

教育委員会に保管されているので、広く活用されたい。

(調査従事者)

宇沢克之、辻野 勝、伊庭 勉、甲斐 易、和田旬世、井上祥子、村上亮平、中橋 泉、
丹羽 徹、井上 進、新矢和広、外池美渡里、室谷順子、森下博司、本村真喜、堀田育
代、加旗左智子、福森由記
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第 1章 調査に至る経過

阪南市は、大阪府の南西部にあり、大阪府の中心部から距離にして約40km、 公共の交

通機関を利用して、 1時間弱の地点に位置する。地勢的には、東西に約 8km、 南北に約
6km、 面積は36。05km2の市域を有し、その南側には和泉山脈があり、市域の約 4分の 3が

山地となっている。

市域では、 1996年 度に『阪南スカイタウン』の「まちびらき」が行なわれ、開発
に関連する上・下水道、道路等の工事が急速に行われ、それに伴い発掘調査件数が増加

された。また箱作地区は、土地区画整理事業に伴い、同様に関連の工事に伴う発掘調査

件数が増加された。今後、事業地内において、民間の開発に伴い発掘の届け出が増加さ

れるであろう。民間による区画整理事業も予定され、それに伴う発掘調査も現在行われ

ている。

近年、行なわれている開発という行為の中で、井山城、ミノバ石切場等をはじめとす

る多くの遺跡が失われているという事実がある。

本市では、 1985年 度より、国庫補助事業として、個人住宅・農業用倉庫等の建築
工事に先立って調査を実施している。本書では、 11遺跡、 23カ 所の発掘調査を実施
した。以下に、その概要の報告を行なう。
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第 1図 阪南市位置図
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第 2章 歴史的環境

阪南市は、大阪平野の南部に位置する。北を大阪湾、南を和泉山脈に囲まれ、市域の

4分の 3を 山地が占めている。その山地から派生する丘陵部の間を、北から男里川、花
折川、釈迦坊川、茶屋川、田山川等が大阪湾に流れ込み、それぞれ沖積地や段丘を形成

する。その沖積地や段丘は、現在、人々の生活区域であり、また、埋蔵文化財包蔵地と

そのほとんどが一致する。調査成果から見られる遺跡の概要を時代別に以下に述べる。

縄文時代としては、神光寺 (蓮池)遺跡から、「柳又型」と呼ばれる縄文時代草創期と
思われる幅の広い有茎尖頭器が採取されている。また、馬川北遺跡から後期～晩期、高

田遺跡からは縄文時代晩期の土器が、玉田山、自然田、向出、貝掛、箱作今池、田山遺

跡で石鏃が出土している。

弥生時代としては、神光寺 (蓮池)遺跡から中期の方形周溝墓等の遺構が検出され、
中期の土器をはじめとして、石包丁、石鏃等の遺物が、馬川、馬川北、久保田、鳥取南

等の遺跡から、後期の土器が出土している。住居跡等は確認するに至っていないが、尾

崎海岸遺跡において弥生時代末期～古墳時代初期の製塩土器等の遺物を含む遺構が検出

され、生産遺跡の性格がうかがえる。

古墳時代としては、茶屋川左岸に築造された小型の帆立貝式前方後円墳の箱作古墳と、

現在の市役所の位置に皿田池古墳の 2基が中期の古墳として存在していたことが資料等
からうかがえるが残念ながら、現存はしていない。また、高田山古墳群、塚谷古墳群、

玉田山古墳群が後期の古墳として揚げられるが、現存するものは玉田山古墳群のみで、

調査が実施された 1号墳からは、須恵器長頸壷、金環、琥珀製棗玉等多数の副葬品が出
土している。

奈良時代としては、波有手遺跡から、多数の製塩土器と共に「海」「水」「省」「佐土」

等と記された墨書土器が 30数点、土坑や溝等から出土している。また、田山遺跡から
須恵器、土師器等の生活雑器や多数の製塩土器が出土し、農漁村では見られない円面硯、

墨書土器等の遺物が出土している。ほかには、貝掛遺跡から奈良三彩長杯が出土している。

平安時代としては、馬川遺跡から、当時の複弁連華文軒丸瓦が出土している。ほか、

その南に位置する平野寺 (長楽寺)跡からも、同時期の複弁連華文軒丸瓦、均整唐草文
軒平瓦が採取されている。これらの事実や伝承等から、当時、上記の遺跡周辺に寺院の

存在が想定される。

中世期になると、ほとんどの遺跡において、遺構、遺物を検出することができるが特

徴を揚げると田山遺跡と井山城がある。

田山遺跡では、鎌倉 0室町時代のものとして、瓦器の婉・皿、瓦質羽釜等の生活雑器
とともに、蛸壷、土錘等の漁扮関係の遺物が出土し、蛸壷、土錘を焼いたと思われる土

坑等も検出され、農村と漁村の性格をあわせもつ村落の存在を推定することができる。

また、同時代の遺物と共に多くの輸入陶磁器が出土していることも特質として揚げられ

る。前述の蛸壷焼成遺構と同様の遺構は、馬川、田山東遺跡においても検出されている。

南北朝時代の山城である井山城は、在地領主の残した「軍忠状」等の文献史料等によ
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って、飯ノ峯川流域の山地にその存在が想定されていた。関西国際空港建設に伴う阪南

丘陵開発の事前調査により、丘陵頂部・斜面において、中世の山城の特徴である土手や

石垣等の曲輪状遺構、礎石建物跡、土師器、瓦器、瀬戸焼の碗等の遺物が出土し、これ

らから中世の山城の存在が考古学的にも実証されることになった。

近世期になると当時の絵地図をはじめとする史料等から、尾崎、下出、黒田、新、波

有手、石田、中、自然田、山中、桑畑の村々が「鳥取庄 (鳥取郷)」 としてまとまり、箱

作、貝掛、舞の村々と後に開発された山中新田が加わり「下ノ庄 (下荘地区)」 としてま

とまり、あわせて 14カ 村が存在していたことがわかる。

上記の近世期の村のうち、明治期に廃絶した「舞村」が、絵図をはじめとする文献資

料から知られ、貝掛遺跡の調査によつて考古学的に実証された。遺構は、鍛冶炉と思わ

れる焼けた形跡がある土坑と建物跡、遺物は近世陶磁器 (伊万里、瀬戸、唐津、備前等)

が確認されている。

この時期様々な産業が栄えたが、その中で調査によって実証された遺跡として、和泉

砂岩の採掘場であるミノバ石切場が揚げられる。石切場と確認できる採掘坑がみられ、

遺物は、ノミ、サキノミ、ヤ等加工用の鉄製品や、石臼、茶臼、手洗鉢等の製品、未製

品が多量に出土している。石切場等で仕事をしていた「石工」の存在は、『和泉名所図絵』

や全国各地に存在する石造物の銘文からうかがえる。

以上が、本市における埋蔵文化財を中心とした歴史的環境の概要である。以下の章に

おいては、本年度の国庫補助事業にともなう調査の成果を報告する。

(参考)
『阪南町史』 上巻 阪南町
『阪南町史』 下巻 阪南町
『田山遺跡』(財 )大阪文化財センター

『田山・神光寺遺跡発掘調査概要』阪南町教育委員会

『井山城跡』(財 )大阪府埋蔵文化財協会

『貝推卜遺跡』(財 )大阪府埋蔵文化財協会

『阪南市埋蔵文化財発掘調査概要Ⅶ』阪南市教育委員会

『阪南市埋蔵文化財発掘調査概要Ⅷ』阪南市教育委員会

『阪南市埋蔵文化財発掘調査概要Ⅸ』阪南市教育委員会

198
197
198
198
198
198
199
199
199

3年

7年

3年

6年

6年

6年

2年

3年

4年
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第 3章 調査の成果

第 1節 尾崎海岸遺跡

尾崎海岸遺跡は、近世期に浜 (孝子越)

街道の町場として栄えた尾崎村と重なる。

1991年 の住宅建築工事の折に発見周知
された遺跡である。この調査 (90-1区 )
では、砂地に焼けた石が敷き詰められ、弥

生時代末期から古墳時代初頭の製塩土器、

蛸壺等遺物が多数散乱していたことが確認

された。

95-1区
a.調査の概要 (第 3～ 5図 )
調査区は、本遺跡の中央部、現海岸線よ

り40mの場所に位置する。調査は、調査区

内北部に lm× 1.5mの トレンチを設定して

行った。基本層序は、第 1層盛土以下、第

2層暗灰色砂質土、第 3層茶褐色砂、第 4

層明茶灰色砂の無遺物層であった。遺構は

検出されず、遺物は第 2層 から、土師質蛸

壺、土師質管状土錘、瓦、陶器、磁器等を、

第 3層 より土師質土器が出土した。

θ
2ト レンチ

第 3図 尾崎海岸遺跡調査区位置図

第 4図 尾崎海岸遺跡
95-1区 トレンチ位置図

盛±     3茶 褐色砂

暗灰色砂質± 4地 山 :明茶灰色砂
lmO

第 5図 尾崎海岸遺跡
95-1区 東断面図

1

2

9ヘハ %

1黄茶色礫混土
2茶色砂質土
2責色粘土
3茶灰色砂質土
4地山 :赤茶色砂層
5土坑 :灰色礫混り土

第8図 尾崎海岸遺跡95-3区 1ト レンチ平面図0北、西側断面図
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b.遺物 (第 6図 )
1は土師質土器の壷の回縁部、 2は土師質蛸壺の口縁部、 3は土師質蛸壺の底部が丸い

もので、共に近世期以降のものと思われる。 4～ 9は土師質管状土錘、10～ 14は陶器で、10

は蓋の口縁部、Hは壷、12013は鍋で12は回縁部、13は底部、14は摺鉢の口縁部である。15
～20は染め付けの磁器で15016は碗で、17は皿の底部、18019は 湯飲み碗で18は口縁部、19

は底部、20は瓶の口縁部である。21022は巴文軒丸瓦で瓦当から近世期のものと思われる。
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第 6図 尾崎海岸遺跡 95-1
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95-3区
a.調査の概要 (第 307図 )
本調査区は尾崎海岸遺跡の北端部に位置する。1.2m× 2m及び lm× 1。8mの トレンチを

設定し、前者を 1ト レンチ、後者を2ト レンチとして実施した。基本層序は図示の通り

であるが、自然堆積ではなく近世期以降の整地層と思われる。

b.遺構 (第 8図 )
一土坑一

1ト レンチの北西角に位置し、径55cm以上、深さ lmを呈する。埋土は灰色礫混土で

あった。遺物は、土師質蛸壷・有溝土錘をはじめとする漁扮関係遺物の他、胞烙等の土

師質土器、瓦等が出土した。

c。 遺物 (第 9図 )

1～ 3は土師質の蛸壷。いずれも中世期のものと思われる。 3にはヘラ記号が見られ

る。 4は土師質土錘。比較的大型の網に付けられていたものと想定される。 5は近世期

の土師質土器の鉢と思われる。底部が欠損している。市内では馬川遺跡で同種の鉢が出

土しており、それには底部中央に径2～ 3cmの穴が穿ってあり、近年の植木鉢のような

形態である。6～ 8は陶器で、うち708は天目茶碗。 8の内面見込部には胎土目が見
られる。9010は軒丸瓦。共に近世期以降のものである。 1～ 9は 1ト レンチから、10は

2ト レンチから出土した。

4

第 9図 尾崎海岸遺跡 9
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第 2節 福島遺跡

福島遺跡は( 1990年度の公共工事に
より、発見周知された遺跡である。本市の

北端部、男里川の左岸に位置する。往年の

調査では、遺構は検出されていないが、土

師器、土師質土器、蛸壺等中世期の遺物が

出土している。

95-1区
a.調査の概要 (第 10～ 12図 )
調査区は、本遺跡の南端部に位置する。

調査は調査区内南端に lm× 2mの トレン

チを設定して行った。基本層序は、第 1層

耕作土、第 2層淡茶色土、第 3層淡茶灰色

土の無遺物層であった。遺構は検出されず、

遺物は、近現代と考えられる摺鉢を第 1層

から検出した。

第 3節 馬川遺跡

馬川遺跡は、本市の東端部を南北に流れ

る男里川が形成する扇状地に位置する。 1

987年度実施の分布調査によリサヌカイ
ト片、土師器、須恵器等が採取され、縄文

時代以降の遺跡の存在が想定されていた。

既往の調査では、本遺跡の西部の調査区で

蛸壷を焼いたと思われる土坑を、南部の調

査区で複弁連華文軒丸瓦が出土している。

本年度は、下記以外の調査で、溝等の遺

構を検出し、土師器、須恵器、黒色土器、

磁器等の遺物が出土した。

95-2区
a.調査の概要 (第 13～ 15図 )
調査区は、本遺跡の北端部に位置する。

調査は、調査区内中央部に3m× 2mの ト
レンチを設定して行った。基本層序は、第

1層盛土以下、第 2層褐灰色土、第 3層灰

濃茶色土、第 4層暗茶濃灰色土、第 5層黄

第11図 福島遺跡 95-1区 トレンチ位置図

3地 山 :淡 茶灰色土 (礫混 )

第12図 福島遺跡 9

／ゝ

10m

福島遺跡調査区位置図

区
δ
lド
■一一一|[
HI  I:

た一―――=

-8-
第13図 馬川遺跡調査区位置図



褐灰色粘土の無遺物層であっ

た。遺構は検出されず、遺物は

第 2層から、土師器、須恵器、

瓦器、第 3層から土師器、須恵

器、第 4層 より土師器が出土し

た。

b.遺物 (第 16図 )
102は須恵器の杯蓋で、 3
は須恵器の杯身である。 2は第

2層、 103は 第 3層から出土
した。

第 4節 神光寺 (蓮池 )遺跡

神光寺 (蓮池)遺跡は、本市
の中央部に位置する。遺跡の特

徴をあらわすものとしては、縄

文時代草創期と思われる有茎尖

頭器が採取され、弥生時代中期

の方形周溝墓、中期の土器や石

包丁が検出されている。また、

遺跡の南部には、式内社波太神

社があり、その神宮寺が明治時

代まで存在していたことが知ら

れている。

94-3区
a.調査の概要 (第 17018図 )
本調査区は神光寺 (蓮池)遺

跡のほぼ中央部に位置する。調

査区のすぐ北側では、方形周溝

墓が確認されている。調査は、

1.5m× 2。5mの トレンチを設定

して実施した。第 1層盛土、第

2層耕作土以下の基本層序は、

第 3層明灰色土、第 4層黄茶褐

色粘土、第 5層明黄白色礫混粘

1

2
トレンチ

第14図 馬川遺跡95-2区 トレンチ位置図

2掲灰色±   5地 山 :黄褐灰色粘土
3灰濃茶色土

第15図 馬川遺跡 95-2区 東側断面図

0                10cm

第16図 馬川遺跡95-2区出土遺物

′
%rF

（ノ
¨

）

）

、

、

第17図 神光寺 (蓮池)遺跡調査区位置図
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土の無遺物層であった。第 4層の上面で溝

を検出した。遺物としては、土師質土器が

数点出土したが、小片のため図示には至ら

なかった。

b.遺構 (第 19図 )
―溝一

南東から北西方向に延びる溝。幅約20cm、

深さ15cmを 呈する。埋土中から土師質土器

が出土 した。

95-1区
a.調査の概要 (第 17020図 )
調査区は、本遺跡の中央部に位置する。

調査は調査区内に 9カ 所の トレンチを設定

し実施 した。 1～ 40607ト レンチの基
本層序は、第 1層 耕作土、第 2層床土、第

3層灰色土、第 4層灰茶色土、第 5層黄灰

色土、第 6層淡茶灰色粘質土、第 7層淡灰

色粘質土、第 8層灰褐色砂混粘質土の無遺

物層であった。

b.遺構 (第21図 )
1ト レンチからビット2・ 3ト レンチか

らは溝、落ち込みを検出した。

一ピット1-
径60cm、 深さ4cm、 埋土は灰黄色土。

一ピット2-
径50cm、 深さ4cm、 埋土は灰黄色土。

一溝一

幅20cm、 深さ15cm、 埋土は灰黄色土。

―落ち込み一

深 さ20cm、 埋土は、淡褐灰色土、淡灰

黄色土で東にむかって落ちこんでいる。

c。 遺物 (第22図 )

遺物は 1ト レンチの第 3層 から土師器、

瓦器、第 4層 より須恵器、製塩土器、 3ト

レンチの溝から土師器、 5ト レンチの第 3

層から土師器、磁器が出土 したが、図化 し

第18図 神光寺 (蓮池)遺跡 94-3区 調査区位置図

＝

―、

り

隼

―

/

/
30.50m

1盛土
2耕 作土
3明 灰色土
4黄茶褐色粘土

第19図神光寺 (蓮池)遺跡 94-3区平面図・北側断面図

～2ト レンチ＼
。

ぃ

4ト レンチ
・

、

6ト レンチ
＼
・
い o
7ト レンチ

い
、セ
ハ
犯

′チ
＼
μ
＼
掛

◇

μ
＼

◇
〕＼́
７^

レ 〕

10m

第20図 神光寺 (蓮池)遺跡95-1区トレンチ位置図

▼
0
Z
10cm

第22図神光寺 (蓮池)遺跡95-1区 出土遺物

＼
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1ト レンチ平面図・北側断面図

ピット1 ビット2

たのは以下の 2点であった。

1は製塩土器の回縁部で

1ト レンチの第 4層 か ら、

2は瓦器婉の口縁部で、 1
トレンチ第 3層 から出土 し

た。

95-2区
a.調査の概要

(第 17023024図 )

調査区は、本遺跡のほぼ

中央部に位置する。調査は、

調査区内に 3カ 所の トレン

チを設定 し実施 した。基本

層序は、第 1層 耕作土、第

2層床土、第 3層黄灰茶色

土、第 4層淡黄灰色粘質土、

第 5層 暗黒茶色粘土、第 6

層明黄灰色粘土の無遺物層

であった。

3ト レンチ平面図・ 北側断面図

5ト レンチ北側断面図      ＼

|

16

第21図 神光寺 (蓮池 )

9ト レンチ南側断面図

＼撹乱

0        1m

灰色土 (マ ンガン混 )

灰茶色土

黄灰色土 (マ ンガン混 )

淡茶灰色粘質土

地山 :灰 褐色砂混粘質土(風化礫混 )

‐ ９

一 ノ

＝
―、

り

■

―

遺跡 95-1区 平面図 0断面図

0
2ト レンチ

10落 ち込み :淡褐灰色土

15茶灰色砂質土

19地山 :灰 紫褐色土

1耕作土
2床土
3黄灰茶色土
4淡黄灰色粘質土
5暗黒茶色粘土
6地 山 :明黄灰色粘土

b.遺物 (第25図 )
遺物は、 1ト レンチの第 4層から土師器、

瓦器、 2ト レンチの第 3層から土師質土器、

瓦器、 3ト レンチの耕作土からチャート、

陶器、第 3層から土師質土器、陶器、磁器、

第 4層 から土師器、須恵器、瓦器、陶器、・

第 5層から土師器、須恵器、瓦器、東播系

須恵質こね鉢、土師質小皿が出土した。図

化したのは以下のものであった。

1ト レンチ東側

3ト レンチ東側

３

部

”　
　
ム
ロ

ー

一局は

は瓦器婉で、 102は 口縁部で 3
、 4は土師質の小皿、 5は陶器の 第23図 神光寺 (蓮池)遺跡 95-2区 トレンチ位置図

2ト レンチ北側

24.00m

6

第24図 神光寺 (蓮池)遺跡 95-2区 1ト レンチ東側 02ト レンチ北側 03ト レンチ東側断面図

-11-



Z

0               10Cm

第25図 神光寺 (蓮池 )

口 2ト レンチ

第26図 神光寺 (蓮池)遺跡 95-3区 トレンチ位置図

婉の回縁部、 6はチャートの剥片であっ

た。 10205は 3ト レンチの第 4層、
3は 2ト レンチの第 4層、 6は 4ト レン

チの耕作土から出土した。

95-3区
a.調査の概要 (第 17026027図 )
調査区は本遺跡の北部に位置する。調

査は、調査区内に lm× lmの トレンチ
を2カ 所設定し行った。 1ト レンチの層

序は、第 1層耕作土、第 2層床土、第 3

層橙灰白色粘土、第 4層橙灰色粘土の無

遺物層で、2ト レンチの層序は、第 1層

耕作土、第 2層黄白色粘土、第 3層灰白

色粘土の無遺物層であった。 102ト レ
ンチ共に遺構は検出されず、 1ト レンチ

の第 3層 から弥生式土器とおもわれる遺

物が出土したが、細片のため図化し得な

かった。

3

6

0             5 cm

遺跡 95-2区 出土遺物

1ト レンチ

耕作土

床土

橙灰白色粘土

地山 :橙灰色粘土 (風化礫混) 6

第27図 神光寺 (蓮池 )

し争Jttm

黄白色粘土

地山 :灰自色粘土 (茶色ブロックを含む)

遺跡 95-3区 東側断面図

ゝ /

＝
――

り

隼

―

１

２

３

４
ヽ

/

ヽ

ヽ́ ´・́
・́ ・

。
ｒ

ｌ

´

。

一

・

―
し

´ ´■、
1

トユ|
キ
ヽ
ヽ

＼ヽ、l

出 ロ

レンチ位置図

D         lo m

第28図 下出遺跡調査区位置図

-12-
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第 5節 下出遺跡

下出遺跡は、本市のほぼ中央部、馬川遺

跡の南西部に位置し、現存する絵図等から

近世期の下出村の村域とほぼ一致する。 1

991年度の民間開発工事に伴う確認調査
により発見周知された遺跡である。この調

査では瓦器婉を埋納する土坑墓をはじめと

して、多数のビットが確認された。また、

今回の調査区に隣接する調査では、中世期

の遺物とともに輔の羽口が出土している。

94-5区
a.調査の概要 (第28029図 )
調査区は、本遺跡のほぼ中央部に位置す

る。調査は調査区内に1。3m× 3.5mの トレン

チを設定し行った。1.lmの盛土の下は、黄

茶色礫混砂質土の無遺物層で、遺物包含層、

遺構、遺物は確認されなかった。

第 6節 向出遺跡

向出遺跡は、男里川支流の兎砥川と山中

川に囲まれた段丘上に位置する。分布調査

のおりに、縄文時代晩期と思われる土器片

をはじめ、サヌカイト製石鏃、剥片、土師

器、須恵器、瓦器等の遺物が多量に採取さ

れ、これまでの調査では、遺構としては溝、

土坑、ビット等、遺物として須恵器、黒色土

第30図  向出遺跡調査区位置図

第31図

//へく。
＼

＼  ノン、``
向出遺跡 9

嗅Ч」¬¬7娠,、、
5-1区 トレンチ位置図

1盛 土
2暗 灰茶色土
3灰 茶色粘質土

6

灰自色粘質土(マ ンガン粘含む)
青灰色粘質土

第32図 向出遺跡 9

地山 :明黄白色粘土     匡―
落ち込み :青灰色礫混粘質土

5-1区北 0東側断面図

6
7

器、瓦器、土師質土器等
~T~~~~~~~~― ______可

丁
を検出している。    、      `     |

95-1区
a.調査の概要

(第30・ 31図 )

調査区は、本遺跡の

ほぼ中央部に位置する。

調査は、調査区内北部に

-13-



1.2m× 2。6mの トレンチを設定し行った。基本層序は第 1層盛土以下、第 2層暗灰茶色土、
第 3層灰茶色粘質土、第 4層灰白色粘質土、第 5層青灰色

.粘
質土、第 6層 明黄白色粘土

の無遺物層であった。遺構は第 6層上面で落ち込みを検出し、遺物は、第 2層 より須恵
器、第 3層 より瓦質土器、土師質土器が出土したが、図化し得なかった。

b.遺構 (第32図 )
一落ち込み一

第 6層上面で検出 した。埋土

が青灰色礫混粘質土で、深 さは

20cm以上を測る。

第 7節 波有手遺跡

□
1ト レンチ

日
2ト レンチ

波
前
嚇
槌
個
罐
嫌
器、膝
欠
剛
賦

/

弔34図 波有手遺跡 95-1区 トレンチ位置図
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ンチでビットを検出した。両 トレンチから須恵器をはじめ、陶器、磁器、土師質土器等

と共に大量の近世の瓦が出土した。また、 1ト レンチからはヘラ記号が記された蛸壷が
出土している。なお、この調査後、浄化槽埋設時に立会調査を実施したが、この際には、

前述の92-1区 における調査で奈良時代の墨書土器等が出土した遺物包含層の存在を
確認し、この層から同時代の須恵器、土師器が出土した。

b.遺構 (第 35図 )
―ピットー

1ト レンチの南東角、淡茶灰色土上面で検出した。深さ15cm、 埋土は暗茶黒色土であった。

c。 遺物 (第 36図 )

102は土師質で、可煮|す壺の  1トレンチ
口縁部、後者は管状土錘である。  1卜 |ン三 _____¬      昌   | ´

～ノ…、一
~U″⊥け     NF雲

塁::土  IE¬ンチから出土 した。 0        1m
2 明茶色土     ヨ
3 暗茶黒色土
4 地山 :淡茶灰色土95--2区                                    4 叫u。 次余状己エ

a.調査の概要 (第33037図 )  第
35図 波有手遺跡95-1区 1ト レンチ平面図・東断面図

す了Fξ糞襲ま

'T馨

塁苫馨醤蟹雇
一
 

―

重fttT會晶棄と霊「曇言會磨暴 る「/        
〉
I:戸
I    I黒色土、第 6層淡茶灰色土の無遺    。

脇 けにヨ ィベ キ   斗_ 虫` ■‐ )ユ   L_L‐ チ、体       L~
物層であった。遺構は、土坑を検     第36図 波有手遺跡95-1区出土遺物
出し、遺物は調査区内の表土から                     1盛 土

2灰 茶

ヽlω

遺物 は含 まれていなかっ 7111/   
糧―一一

ゴ

Ⅲ
 L― ―――Jm   lΞ

たo             第37図 波有手遺跡95-2区   第38図 波有手遺跡95-2区
トレンチ位置図         平面図・南、西側断面図
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第 8節 鳥取南遺跡

鳥取南遺跡は、 1988年 度に実施された分布
調査によって発見周知され、神光寺 (蓮池)遺跡
の北西部に隣接する位置にある。既往の調査では、

弥生時代の後期から中世期にかけての土坑、溝等

の遺構を検出し、弥生式土器、土師器、須恵器、

瓦器等の遺物が出土している。

95-1区
a.調査の概要 (第33039図 )
調査区は、本遺跡の北部に位置する。調査は調

査区南部に1。2m× 2mの トレンチを設定し行った。
基本層序は、第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層

褐灰色砂質土、第 4層 明茶黄色土の無遺物層であ

ったι遺構は、落ち込みを検出し、遺物は第 2層

から須恵器、磁器、第 3層 から土師器を出土した

が、細片の為、図化し得なかった。

b.遺構 (第40図 )
―落ち込み一

第 4層上面で検出した。埋土は明褐灰色砂質土、

黒茶色土で、深さは20cm以上であった。

95-2区
a.調査の概要 (第33041図 )
調査区は、本遺跡の北端に位置する。

調査は調査区内の北西部に1。 3m× 1。 8mの

トレンチを設定し行った。基本層序は、

第 1層耕作土、第 2層灰茶色土、第 3層

暗灰茶色土、第 4層淡黒灰色土、第 5層

暗茶灰色土、第 6層黄色粘土の無遺物層

であった。

b.遺構 (第42図)   |
―土坑一

第 6層上面で土坑の一部を検出した。遺

物は土師器、須恵器、瓦器、蛸壺、二次焼

第
"図
 鳥取南遺跡 95-1区 トレンチ位置図

_■―■―一ギ旦m
5 
日

ω

―
「
―
‐　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
‐
　
ヽ

―

　

　

　

　

　

　

嘔

ョ

1

2
3
4
5
6

幌[7酪曇基色±    9    1   lm

鷹 訂二｀    図

落ち込み :明掲灰色砂質土

落ち込み :黒茶色土

第範図 鳥取南遺跡95-1区平面図・南、西側断面図
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鳥取南遺跡 95-2区 トレンチ位置図



ce遺物 (第43図 )
第 1層 より磁器、第 3～ 5層 から須恵質土器、

土師質土器、渉入り焼土塊等が出土した。 1は

須恵質土器の甕、 3～ 6は土師質土器で、 3は

蛸壷、405は甕か羽釜の回縁部である。 6は
羽釜で口縁部が内湾している。 2は大型の管状

土錘、 7は瓦質摺鉢で土坑より、809は磁器
碗で第 1層 より出土した。

∠fLく)｀ 2

95-1区
a.調査の概要 (第33044図 )
調査区は、本遺跡のほぼ中央部に位置す

る。調査は1～ 12ト レンチを設定し行った。

基本層序は、第 1層耕作土、第 2層床土

以下、第 3層明黄灰色粘土の無遺物層であ

った。遺物は、耕作土より土師器、瓦、陶

磁器、床土より土師器、須恵器、蛸壷、瓦、

暗灰色砂質土より土師器、須恵器、瓦器、

陶器、磁器、青磁等が出土した。

東側

m   l」 N
第42図 鳥取南遺跡95-2区平面図0東、西側断面図

0               10Cm

2ト レンチ

6

第 9節 西鳥取遺跡

西′鳥取遺跡は、鳥取南遺跡の北西部に隣接する位置にあり、鳥取南遺跡と同様 1988
年度に実施された分布調査によって発見周知された。既往の調査では、ビット、溝等の遺

構、須恵器、土師器、中世期の土器 (瓦器、蛸壺等)や瓦等の遺物が検出されている。

第44図

第43図 鳥取南遺跡 95-2区 出土遺物
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西鳥取遺跡95-1区 トレンチ位置図



Z＼

b.遺構 (第45図 )
遺構は、20405ト レンチを除いたすべてのトレンチで落ち込みのような形跡を確
認し、最も深いところで地山面から60cmを呈した。埋土は、暗灰色砂質土、明灰白色砂、

暗灰茶色砂質土、灰色砂質土、暗茶灰色土であった。

c。 遺物 (第46図 )

1～ 5は須恵器で、 102は杯身の口縁部、 3は杯身の底部、 4は甕の口縁部、 5は
器台の脚部、 6・ 7は土師器で、 6は皿の底部、 7は甕の口縁部、 8～ Hは土師質管状
土錘、12は土師質蛸壺の底部、13～ 17は瓦器で13～ 15は婉の口縁部、16は婉の底部、17

は小皿の口縁部、18～ 22は陶器で、18～ 20は坊の高台部、21は皿の口縁部、22は皿の高

台部、23は 白磁碗の口縁部、24025は青磁碗の口縁部、26～ 30は伊万里の染め付けで、

26は碗の回縁部、27は仏飯器の口縁部と思われる。28は皿の回縁部、29は皿の高台部、

30は瓶の底部と思われる。

床土から20027、 暗灰茶色砂質土から18、 灰色砂質土から205019021028029、 明灰
白色砂から1014、 暗灰色砂質土から304、 6～ 13、 15～ 17、 22～ 25、 30が出土した。

ア
|

~08
|

|

010
|

⊂亜Ь011
|

09

20

＼
＼、_______上____二西て

`多

Ъ2,

26

5

27        29   0
0                10cm

第46図 西鳥取遺跡 95-1区 出土遺物
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１

２

３

４

５

６

７

８

９

耕作土

床土

地山 :明黄灰色粘土

暗灰色砂質土

明灰白色砂

暗灰茶色砂質土

灰色砂質土

暗茶灰色砂

明白灰色砂

3ト レンチ

12ト レンチ

8ト レンチ

5ト レンチ

10ト レンチ

-1区  トレンチ平面図
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1ト レンチ

フトレンチ

4ト レンチ

0     2m

断面図

6ト レンチ

11ト レンチ

9ト レンチ

2ト レンチ

第45図 西鳥取遺跡 95

∞
・
〇
〇
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10.90m

土坑 A2

溝 A4
土坑 3-

溝 D3

ピットD3

溝 A2

溝 Dl

溝 D2

土坑 D2

ピットDl

溝 D4

ピツトD2

土坑 D4

ピットGl

ピットG2

溝Al

溝 A4

1盛土
2暗茶色土
2明茶掲色土
3明灰色土
4地 山 :黄褐色土
5茶褐色土
6溝 A4:灰 褐色土
7    :淡 茶灰色粘質土
8    :濃 灰紫色粘土
9    :薄 灰紫色質粘土
10    :青 灰色礫層
11溝 Al:灰 褐色土(マ ンガン混)
12   :淡 茶色砂質土
13    :淡 茶色砂層
14土坑 A3、 A4:灰 黄色土

溝Al
Ｆ
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

＝

＝

＝

Ｌ

溝Gl 土坑 G4

第49図 箱作今池遺跡 94-3区 トレンチ平面図・北側断面図

ピットF2

◎ピットF∫
シツトFl

ピットG3

土坑 G20
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第 10節 箱作今池遺跡

箱作今池遺跡は、市域の北西部に位

置し、茶屋川とその支流飯ノ峯川が形

成する扇状地に拡がる。既往の調査で

は、遺跡の海岸に近い北側から主に中

世期のものが、南傾1か らは、古墳時代

～古代末期頃の遺構、遺物が確認され

ている。

94-3区
a。 調査の概要 (第47048図 )

本調査区は箱作今池遺跡のほぼ中央

部、本市が進める土地区画整理事業地

内に位置する。建築予定建物の基礎部

分について、北側から任意にA～ Gト

レンチとして設定し、調査を実施した。

盛土以下の基本層序は、暗茶色土、明

茶褐色土、明灰色土、黄褐色土の無遺

物層であった。遺構としては、これま

での調査で確認されている本遺跡内を

縦断している、幅 5m程度の比較的大
きな溝をはじめとして、幅数cm～

1.5m程度の溝を数条、ビット等を検出

した。遺物は須恵器、土師器、瓦器等

が検出された。下記のように、出土遺

物のほとんどは古代末期～中世中期の

ものであり、付近の遺物包含層の堆積

もこの頃と想定される。

箱作今池遺跡調査区位置図

第48図 箱作今池遺跡 94-3区 トレンチ位置図
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第47図
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Eト レンチ
Aト レンチ

Dト レンチ

Bト レンチ

Gト レンチ



b.遺構 (第49図 )
一溝Al―
Aト レンチの東側部分からEOFト レンチの東端に南北方向にのびる溝。幅約 2m、 深
さ30cmを 呈する。埋土の最下層が砂層であることからかなりの流水があったものと思わ
れる。遺物としては、土師器、瓦器、土師質土器が出土した。このことから中世期のも
のと思われる。

―溝A4-
Aト レンチ西端部からB・ Cト レンチをかすめ、Gト レンチの西端に延びる。上述の
本遺跡内を縦断している溝と同一のものと思われる。遺物は埋土の最上層から数点の瓦

器、土師質土器が検出されたのみで、埋土の下層から遺物は確認されておらず、明確な

時期は分からないが、中世期以前には、ほぼ埋没していたと思われる。
―溝A203、 Dl～ D4、 Gl―
いずれも幅 lm以下、深さ数cmの もので、鋤溝等耕作に伴うものと思われる。
一ピット群:―

径数十cm程度のものを検出したが、調査 トレンチ内では明確に並ぶものが確認できな
かった。

一土坑Al～ A3、 Dl～ D3、 Gl～ G4-
A・ D・ Gト レンチで検出されたが、いずれも検出面からの深さが数cmの ものであった。
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第50図 箱作今池遺跡 94-3区 出土遺物
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95-1区 、95-3区 、95-4区 、95-6区 トレンチ位置図
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箱作今池遺跡第51図
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c。 遺物 (第 50図 )

1～ 3は須恵器、 4は東播系須恵質土器のこね鉢。 5は製塩土器の回縁部 と思われる。

607は 土師質の蛸壺、 8～ 10は土師質の管状土錘である。H～ 14は瓦器婉。 15～ 17は瓦
器皿。18は瓦質土器の鉢。 19～ 26は いずれも土師質の皿であるが、19はいわゆる白土器で

ある。27は 白磁、28029は 青磁碗で、いずれも舶載品である。30は 「元豊通宝」。初鋳が

1078年 の北宋銭である。以上の遺物は、すべて包含層中からの出土で、上述の遺構
から図化できる遺物は出土 しなかった。

95-1区
a.調査の概要 (第51図 )
調査区は、本遺跡の北部、現在の海岸線より約 120mの地点に位置する。調査は、調査

区の北部に lm× 2mの トレンチを設定 し実施 した。基本層序は、第 1層盛土、第 2層 暗
茶灰色砂質土、第 3層灰茶色砂質土、第 4層淡黄灰色粘質土、第 5層黄茶色土の無遺物

層であった。遺構は、第 4層上面で溝 1を 検出した。遺物は、第 1層 から蛸壺、磁器、

第 2層から土師質土器、第 3層 から土師器、瓦器が出土 した。

b。 遺構 (第 52図 )

一溝一

幅30cm、 深さ15cmで、第 4層上面で検出され、埋土が第 3層 であった。

7.00m
c。 遺物 (第 53図 )

1は瓦器婉の口縁部、 2は磁器の皿の口縁

部で、 1は第 4層 、 2は第 2層から出土 した。

95-3区
a。 調査の概要 (第51054図 )

調査区は95-1区 の北部に位置する。調
査は調査区内に lm× 2mの トレンチを設定
し行った。基本層序は、第 1層盛土、第 2層

淡黄茶色礫混土、第 3層淡茶黄色礫混土、第

4層淡灰黄茶色風化礫混土の無遺物層であっ

た。遺構は検出されなかった。遺物は、第 2

層淡黄茶色礫混土から土師器、土師質管状土

錘、磁器が出土した。

b.遺物 (第 55図 )
遺物は、第 2層淡黄茶色礫混土から土師器、

土師質管状土錘、磁器が出土したが、図化し

得たのは、以下の 6点であった。 102は土

第52図  箱作今池遺跡 95-1区 北側断面図

ヽ

1盛土
2暗茶灰色砂質土
3灰茶色砂質土
4淡責灰色粘質土
5地 山 :黄茶色土

0        1m

0                10cm

第53図  箱作今池遺跡 95-1区 出土遺物
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第55図 箱作今池遺跡 9



師質の小皿、 3～ 5土師質管状土錘、 6は

磁器の染め付け碗の口縁部である。

95-4区
a.調査の概要 (第51056図 )
本調査区は箱作今池遺跡の北端部に、海

岸線より50m余 りの地点に位置する。調査

は、調査区内に0。8m× lm及び1.2m× 1.2m

のトレンチを設定して実施した。基本層序

は、図示の通りである。両 トレンチから遺

構は検出されなかった。遺物は、胞烙、瓦

等が出土した。

1 明黄茶色土
2暗茶色土(黄色粘土ブロック含む)
3濃茶色土
4地 山 :茶色礫混土(風化礫多量に含む)

第56図  箱作今池遺跡 95-4区

0        1m

1  8  ノ

５

６

７

８

暗茶色土

白色砂層 (員殻・丸石含む)

淡茶色砂質土

茶色土(風化礫含む)

1ト レンチ西側断面図 2ト レンチ東側断面図

―

 
― 一

 

―

0203賣

「   - 1
o                10 cm

第57図 箱作今池遺跡 95-4区 出土遺物

b。 遺物 (第 57図 )

図示した遺物は土師質胞烙 1点のみである。

1ト レンチから出土 した。

95-6区
a.調査の概要 (第 51図 )
調査区は 95-4区 北西部に位置する。調査は、調査区内
に lm× 2mの トレンチを設定し実施 した。現在の地表面より

lm程度掘削 したが、近年の盛土であった。

b。 遺物 (第 58図 )

遺物は、調査区において、蛸壺、瓦、土師質管状土錘、渉

入り焼土塊等を表採した。図化し得たのは以下の 4点であっ

た。 1は蛸壺でほぼ完形で先の丸くなっているタイプのもの

である。 2・ 3は土師質管状土錘、 4は磁器の染め付けの碗

であった。

第 11節 田山遺跡

0                10cm

第58図 箱作今池遺跡
95-6区 出土遺物

田山遺跡は、市域の平野部から海岸部へ拡がる遺跡である。田山遺跡は、本市の北西

部の海岸段丘に位置する。既往の調査によると、縄文時代の石鏃から近世期の陶器・磁

器にいたるまで様々な遺物が出土している。特質を揚げてみると、奈良時代としては、

溝、井戸等の遺構を検出し、須恵器、土師器等の生活雑器に混じって、製塩土器、円面

硯、墨書土器等が出土している。

中世になると住居跡、蛸壺・土錘を焼いたと考えられる遺構、土師器等の生活雑器や、

蛸壺、土錘等の漁掛遺物に混じって輸入陶磁器 (青磁、白磁等)が出土している。
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94-4区
a.調査の概要 (第59060図 )
調査区は田山遺跡の北端部で、海岸段

丘の縁辺部に位置する。調査は調査区の

西部に lm× 2。8mの トレンチを設定して

行った。基本層序は第 1層盛土、第 2層

耕作土、第 3層灰色砂混シルト、第 4層

黄灰色砂混シルト、第 5層黄灰色粘質土、

第 6層黄色砂混粘質土の無遺物層であっ

た。

be遺構 (第61図 )
―溝一

第 5層上面で検出した。幅30cm以上、

深さ10cm以上を測る。埋土は黄灰色粘

土であり、土坑 1と 同じ遺構とも考えら

れる。須恵器、瓦器、製塩土器、炭化物

が出土した。

―土坑 1-
第 5層 上面で検出した。深さ15cm以

上を測る。不定形土坑である。第 5層上

面で検出され、埋土は黄灰色粘土である。

土師器、瓦器、製塩土器が出土した。 5

は瓦器小皿である。

―土坑2-
幅95cm、 深さ3cm以上を測る。第 6

層上面で検出され、埋土は淡灰色砂混シ

ルトである。遺物は出土しなかった。

―土坑 3-
幅20cm、 長さ60cm以上を測る。第 6

なかった。

―ビット1-
径20cm、 深さ8cmで ある。第 5層上

面で検出した。埋土は黄灰色粘土で土師

器、瓦器が出土したが図示し得なかった。

:i;::]:;|:;'1を ::1::よ 1:;::i[]:

0       10m

ノ    ノ・
・t     /

第60図 田山遺跡 9

＼   下   /4
o     l“ m

て＼
乙＼

第59図

0

4-4区 トレンチ位置図
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第62図 田山遺跡 94-4区 出土遺物



5層上面

2H土坑1―ピット2-
径40cm、 深 さ 8cmである。第 5

層上面で検出した。埋土は黄灰色粘

土で、 2の瓦器婉の回縁部が出土 し

た。

c。 遺物 (第 62図 )

遺物は第 2層 より磁器、第 3層 よ

り土師質土器、白土器、渉入焼土塊

が出土し、第 4層 より須恵器、瓦器、

製塩土器、蛸壺、渉入焼土塊、炭化

物、第 5層 より土師質土器、須恵質

土器、瓦器が出土 した。図化 し得た

のは以下の遺物であった。 1～ 7は

瓦器で 1～ 4は婉の回縁部、 5～ 7

は小皿の回縁部である。 809は 土
師質土器で 8は婉の回縁部、 9は小

皿の口縁部である。 8は 第 3層 、
30607は 第 4層、 109は 第 5
層から出土 した。

95-1区
a.調査の概要 (第59063064図 )
調査区は、本遺跡の南西部に位置

する。調査は調査区内に lm× lm
の トレンチを 2カ 所設定 して実施 し

た。基本層序は、第 1層耕作土、第

2層床土以下、第 3層灰褐色砂質土、

第 4層明黄灰色粘土の無遺物層であ

った。遺構は検出されなかった。

b.遺物 (第 65図 )
遺物は第 3層 より、土師器、須恵

器、瓦器、製塩土器、磁器等が出土

したが、図化 し得たのは、瓦器婉の

底部の 1点のみであった。

第61図  田山遺跡 94-4区平面図・西側断面図

1耕作土
2床土 Q
3灰褐色砂質土
4地 山 :明黄灰色粘土

第64図  田山遺跡 95-1区 1ト レンチ北側断面図

1

o               10cm

第65図  田山遺跡 95-1区 出土遺物

1盛土
2耕 作土
3灰 色砂混シル ト
4黄 灰色砂混シル ト
5黄 灰色粘質土

6地 山 :黄色砂混り粘質土 (風化礫混 )
7溝 、土坑 1:黄灰色粘土
8土 坑 2、 3:淡灰色砂混シル ト
9灰 黄色粘質土

ロ
2ト レンチ

9  , lQm。
「
――
|三

第63図  田山遺跡 95-1区 095-2区 トレンチ位置図

_:::i:::::IIIIII:III:「 11:旦
Om
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95-2区
a.調査の概要 (第59・ 63066図 )
調査区は、 95-1区 に隣接する場所に位置する。調査
は、調査区内に lm× lmの トレンチを設定 し実施 した。基

本層序は、第 1層耕作土、第 2層灰褐色砂質土、第 3層 明

黄灰色粘土の無遺物層であった。遺構は検出されず、遺物

は第 1層 より、近現代 と考えられる摺鉢が出土 した。

24.00m

1耕作± 9        1:m
2灰褐色砂質土
3地 山 :明黄灰色粘土(礫混)

第66図 田山遺跡 95-2区
東側断面図

第 4章 まとめ

以上、今年度の調査の概要について触れた。ほとんどの調査が十数m2～数m2程度の極め

て小規模な調査ばかりであったが、西鳥取遺跡 (95-1区 )と箱作今池遺跡 (94-3
区)で比較的まとまった調査を実施した。この2地区の調査について下記に述べ、まとめ

にかえたい。

前者の調査では、不定形の落ち込みを確認した。この落ち込みは、粘土採掘坑ではない

かと考えている。また、特筆事項としては、白磁・青磁の碗が出土していることが揚げら

れる。舶載陶磁器については、市内では田山遺跡や箱作今池遺跡等の海浜部に位置する遺

跡で出土しているが、当遺跡では初めてのものである。当遺跡の性格を考える上でのひと

つの資料となろう。

また、箱作今池遺跡 (94-3区 )の調査では、同遺跡を縦断する溝が確認された。本
文中でも触れたように、この溝からは遺物が検出されておらず、その時代や性格は明らか

ではない。同遺跡内では、区画整理事業に伴い (財 )大阪府埋蔵文化財調査研究センターが

実施しているが、この調査でも遺跡内を縦横に走る幅十数mの溝が確認されており、それら

との関連性を検討する必要がある。これについては、同センターの報告を待ちたい。

まとめとしては、非常に簡単雑駁になった。冒頭にも述べたように私たちが実施してい

る行政発掘調査は、最低限の記録保存のための調査であるため、そのほとんどが極めて小

規模なものになっている。しかし、文化財保護の観点からは、今後もこれらの「点」の調

査を地道に続けていく必要があると考えている。
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図
版

１

尾崎海岸遺跡 95-1区 トレンチ全景 (西 より) 福島遺跡 95-1区 トレンチ全景 (東 より)

尾崎海岸遺跡 95-3区 トレンチ全景 (東 より) 馬川遺跡 95-2区 トレンチ全景 (北 より)



図

版

２

神光寺 (蓮池)遺跡94-3区 トレンチ全景 (西より) 神光寺 (蓮池)遺跡95-1区 1ト レンチ全景 (東より)

神光寺 (蓮池)遺跡 94-3区 溝北側断面 神光寺 (蓮池)遺跡95-2区 3ト レンチ全景 (南より)



図
版

３

神光寺 (蓮池)遺跡95-3区 1ト レンチ全景 (西より) 向出遺跡 95-1区 トレンチ全景 (西 より)

下出遺跡 94-5区 トレンチ全景 (南 より) 波有手遺跡 95-1区 1ト レンチ全景 (西 より)



図

版

４

波有手遺跡 95-2区 トレンチ全景 (南 より) 鳥取南遺跡 95-2区 トレンチ全景 (北 より)

鳥取南遺跡 95-1区 トレンチ全景 (北 より) 西鳥取遺跡 95-1区 3ト レンチ全景 (南 より)



図
版

５

箱作今池遺跡 94-3区 G区全景 (南より) 箱作今池 9 5-3区 トレンチ全景 (南西より)

レンチ全景 (西 より) 箱作今池遺跡 95-4区 2ト レンチ全景 (北より)箱作今池遺跡 95-1区 ト



図

版

６

箱作今池遺跡 95-6区 トレンチ全景 (北 より) 田山遺跡 95-1区 トレンチ全景 (南 より)

田山遺跡 94-4区 トレンチ全景 (北 より) 田山遺跡 95-2区 トレンチ全景 (西より)



図

版

７

尾崎海岸遺跡 95-1区 出土遺物

5-1区 出土遺物

尾崎海岸遺跡 95-1区 出土遺物

尾崎海岸遺跡 9

尾崎海岸遺跡 95-1区 出土遺物

尾崎海岸遺跡 95-1区 出土遺物 尾崎海岸遺跡 95-1区 出土遺物



図

版

８

尾崎海岸遺跡 95-3区 出土遺物

尾崎海岸遺跡 95-3区 出土遺物

3区出土遺物尾崎海岸遺跡 95-

尾崎海岸遺跡 95-3区 出土遺物

I:1彗華華1華華華:
神光寺 (蓮池)遺跡 95-2区 出土遺物

馬川遺跡 95-2区 出土遺物

神光寺 (蓮池)遺跡 95-1区 出土遺物

神光寺 (蓮池)遺跡 95-2区 出土遺物



図
版

９

鳥取南遺跡 95-2区 出土遺物

波有手遺跡 95-1区 出土遺物



図

版

１０

西鳥取遺跡 95-1区 出土遺物

西鳥取遺跡 9 5-1区 出土遺物



箱作今池遺跡

図

版

Ｈ

:::::::::::::|::|::::::::|::::::::::::|::‐

94-3区 出土遺物

箱作今池遺跡 94- 3区出土遺物

箱作今池遺跡 94-3区 出土遺物 箱作今池遺跡 94-3区 出土遺物



図

版

１２

箱作今池遺跡 95-1区 出土遺物

箱作今池遺跡 95-3区 出土遺物

箱作今池遺跡95-6区出土遺物

:||::11:||:I■ ■●■1

田山遺跡

●■■■■
「

|||||‐
‐||‐

■■■■■●:■ |::11‐■|‐

5-1区 出土遺物9

箱作今池遺跡 95-3区 出土遺物

箱作今池遺跡 95-4区 出土遺物

箱作今池遺跡 95-6区 出土遺物

箱作今池遺跡 95-6区 出土遺物
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所収遺跡名 種 男J 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

尾 山奇海 岸 生 産 遺 跡 不 明 土師質土器・蛸壺・陶器・瓦

同 上 同 上 不 明 土坑 土師質土器・蛸壷・有溝土錘

陶器・瓦

福 島 散 布 地 不 明 磁器

馬 同 上 不 明 土師器・須恵器・瓦器

神 光 寺
(蓮 池)

散布地 社寺

その他の墓

不 明 溝 土師質土器

同 上 同 上 不 明 溝 ビット2

落ち込み

土師器 b須恵器・瓦器・製塩土器

磁器

同 上 同 上 不 明 土師器・須恵器・瓦器

土師質土器・磁器

同 上 同 上 不 明 弥生式土器

下 出 同 上 不 明

向 出 同 上 不 明 落ち込み 須恵器・瓦質土器・土師質土器

波 有 手 同 上 不 明 ビット 須恵器・陶器・磁器・土師質土器

瓦

同 、 上 同 上 不 明 土坑 磁器

鳥 取 南 同 上 不 明 落ち込ふ 弥生式土器・土師器・須恵器

瓦器

同 上 同 上 不 明 土坑 須恵器・須恵質土器・土師質土器

蛸壷・磁器・管1大土錘

西 鳥 取 同 上 不 明 土師器・須恵器・蛸壺・瓦器

陶器・磁器

箱 作 今 池 同 上 不 明 溝9 土坑10
ピット群

土師器 0須恵器・製塩土器・蛸壷

管J犬土錘・瓦器・瓦質土器

白土器・青磁・白磁・貨銭

同 上 同 上 不 明 溝 土師器・蛸壷・瓦器・磁器 ]

同 上 同 上 不 明 土師器・管状土錘・磁器

同 上 同 上 不 明 土師質土器・瓦
|

同 上 同 上 不 明 蛸壷・瓦・管状土錘・磁器

田 山 同 上 不 明 溝 土坑 3
ビット2

土師質土器・白土器・須恵器

製塩土器・須恵質土器・瓦器

同 上 同 上 不 明 土師器・須恵器・瓦器・製塩土器
|

同 上 同 上 不 明 摺鉢 ]
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